
＜投資家・アナリスト向け＞

本⽇はお忙しいところお集まりいただきありがとうございます。

富⼠フイルムホールディングス株式会社 2016年度決算について、
ご説明させていただきます。
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まずはじめに、本決算説明における2015年度決算の業績は、第三者委員会の調査結果を反映し
た修正に加えて、売上計上基準⾒直し等による修正を⼊れた⾦額にてご提⽰しております。た修正に加えて、売上計上基準⾒直し等による修正を⼊れた⾦額にてご提⽰しております。
2015年度の決算修正につきましては、参考資料スライド30〜32をご参照下さい。
開⽰済みの過年度の財務諸表は修正が⼊る予定ですが、現在再監査⼿続き中であるため、監査
終了次第速やかに公表いたします。

それでは、2016年度の業績からご説明いたします。

売上は2兆3 222億円となりました。為替の円⾼による1 527億円のマイナス影響などにより前年⽐売上は2兆3,222億円となりました。為替の円⾼による1,527億円のマイナス影響などにより前年⽐
5.6%減となりましたが、為替影響を除いたオペレーションベースでは増収となりました。為替影響を強
く受ける状況下でも、電⼦材料事業や電⼦映像事業などが売上を伸ばしました。

営業利益は1,723億円となりました。為替の円⾼による336億円のマイナス影響がある中で前年⽐
1.0％減の微減にとどまり、為替影響を除いたオペレーションベースでは前年⽐18.3%の⼤幅増益と
なりました。

売上、営業利益ともにオペレーションベースでは確実な増収増益を達成しています。

税⾦等調整前当期純利益は、営業外収益及び費⽤で、保有株式の構成を⾒直して投資有価証
券売却益を計上したことなどにより、前年⽐10.9％増の1,948億円、当社株主帰属当期純利益
は、前年⽐18.0％増の過去最⾼益となる1,315億円となりました。
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,
ROEは6.5％となりました。

なお、2016年度業績への、富⼠ゼロックス海外販売⼦会社の会計処理問題に関わる⾦額影響は
軽微です。



続いて、セグメント別の状況についてご説明します。

イメージング ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐3.2％減の3,418億円、為替影響を除くと前年⽐5.9％の増収となりました。
営業利益は、前年⽐15.1％増の368億円、為替影響を除くと前年⽐47.4％の⼤幅増益
となりました。

インフォメーション ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐4.5％減の8,995億円、為替影響を除くと前年⽐2.2％の増収となりました。
営業利益は、前年⽐8.5％減の830億円、為替影響を除くと前年⽐11.5％の増益となり
ました。

ドキュメント ソリューション部⾨の売上⾼はドキュメント ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐7.2％減の1兆809億円、為替影響を除くと前年⽐2.3％の減収となりました。
営業利益は前年⽐1.7％増の827億円、為替影響を除くと前年⽐8.2％の増益となりまし
た。
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まずイメージング ソリューション部⾨についてご説明します。

フォトイメージングでは、インスタントカメラ “チェキ” 、チェキフィルムなどのインスタントフォトシステ
ムの販売が欧⽶を中⼼に好調に推移しました。また、⽇本では1⽉に発売を開始した「WALL
DECOR(ウォールデコ)」などの付加価値プリントビジネスも堅調に推移しました。

電⼦映像では、「FUJIFILM X-T2」や「FUJIFILM X-T20」を中⼼としたXシリーズのミラー
レスデジタルカメラおよび交換レンズが好調に推移したことに加え、2⽉に発売した⼤型センサー
搭載中判ミラーレス「FUJIFILM GFX 50S」の販売好調により、売上が増加しました。

光学デバイスでは、スマートフォン⽤カメラモジュールの販売縮⼩などにより売上が減少しました。
3⽉に発売したシネマカメラ⽤レンズなどの⾼付加価値レンズ製品中⼼のプロダクトミックスに転
換し、収益性を向上させていきます。

イメージング ソリューション部⾨は、為替の円⾼によるマイナス影響などにより減収となったものの、
インスタントシステムやデジタルカメラの⾼級機種の拡販及び各事業の収益性の改善により増
益となりました。また、オペレーションベースでは増収、⼤幅増益となりました。
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続いてインフォメーション ソリューション部⾨です。
ヘルスケアのうち メディカルシステムでは 成⻑分野である体外診断(IVD)システム 内視鏡などの販売が好調に推ヘルスケアのうち、メディカルシステムでは、成⻑分野である体外診断(IVD)システム、内視鏡などの販売が好調に推
移しました。
医薬品は、低分⼦医薬品において後発医薬品の影響を受けたことなどにより、売上は減少したものの、バイオ医薬品
開発製造受託が好調に推移しました。この⾼い成⻑が⾒込めるバイオ医薬品を中⼼とする医薬品のプロセス開発・
製造受託の事業拡⼤を図るため、3⽉に「バイオCDMO事業部」を新設しました。
再⽣医療では、CDI社がiPS細胞の実⽤化に⾮常に重要な製造法特許を、⽶国やオーストラリアに続き⽇本でも取
得するなど、事業拡⼤に向けた活動を推進しています。
ライフサイエンスでは、⾼機能化粧⽔「アスタリフト モイストローション」や美⽩化粧⽔「アスタリフト ホワイト ブライトロー
ション」などの販売が好調に推移し、売上が増加しました。
フラットパネルディスプレイ材料は、「WVフィルム」やVA⽤フィルムなどの販売が堅調に推移し売上が増加しました。
産業機材では、 「エクスクリア」の販売が好調に推移しました。
電⼦材料では、半導体の微細化が進み半導体材料に求められる品質が⾼まる中、当社の先端フォトリソ周辺材料
などの販売が⼤⼿顧客を中⼼に伸⻑し、売上が増加しました。
記録メディアは、独⾃技術に基づく「BaFe（バリウムフェライト）磁性体」を使⽤したデータストレージ⽤磁気テープの
販売が堅調に推移、また、データアーカイブサービスの拡販により、売上が増加しました。
グラフィックシステムでは、デジタル印刷機器や産業⽤インクジェットヘッドなどの販売が伸⻑しました。また、1⽉にインク
ジェット事業部を新設し、商業印刷に加えて、産業⽤途や3Dプリンティングなどの成⻑分野でビジネスを創出し、売上
拡⼤を⽬指します。

インフォメーション ソリューション部⾨は、為替の円⾼によるマイナス影響などにより、減収減益となりましたが、フラットパ
ネルディスプレイ材料や電⼦材料などで売上を伸ばし、オペレーションベースでは増収増益となりました。
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ドキュメント ソリューション部⾨については、

オフィスプロダクトは、新製品の各種クラウドサービスと連携するA3フルカラー複合機「ApeosPort- VI 
C（アペオスポート シックス シー）/DocuCentre- VI C（ドキュセンター シックス シー）」シリーズの
販売が好調に推移しました。地域別では、国内及び欧⽶向け輸出の販売台数が減少しましたが、ア
ジア・オセアニア地域では、モノクロ機、カラー機ともに販売台数が増加しました。
オフィスプリンター事業は、主に欧⽶向け輸出で売上が減少しました。
プロダクションサービスは、機器の販売台数は減少しましたが、カラー・オンデマンド・パブリッシングシステ

どムなどの販売は堅調に推移しました。
グローバルサービスは、国内およびアジア・オセアニア地域ともに販売は堅調に推移しました。

ドキュメントソリューション部⾨は、アジアローカル通貨安によるマイナス影響や欧⽶向け輸出の売上の
減少などにより減収となったものの、経費削減及び原価改善等により増益となりました。
引き続き、グローバルサービス等の成⻑領域の拡⼤や、アジア・オセアニア地域でのさらなる拡販を進め
るとともに、経費削減及び原価改善施策の追加・加速等で収益性を⾼めていきます。
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次に、バランスシートについてご説明します。

2017年3⽉末時点の資産合計は、
現⾦及び現⾦同等物の増加により、 2016年3⽉末時点と⽐べ、2,212億円増の3兆
5,332億円となりました。

負債は1,851億円増の1兆2,651億円、株主資本は288億円増の2兆436億円となりま, ,
した。2016年11⽉に、500億円の⾃社株買いを完了しております。

流動⽐率は、8.1ポイント増の299.2％、負債⽐率は8.3ポイント増の61.9％、株主資本
⽐率は3.0ポイント減の57.8％となり、資産の流動性及び資本構成の安定性をともに維持
しております。
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続いて、キャッシュ・フローについてご説明します。

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費および受取債権の減少などにより、2,886
億円の収⼊となりました。
投資活動によるキャッシュ･フローは、有形固定資産の購⼊などにより、1,164億円の⽀出と
なりました。
この結果、フリー・キャッシュ・フローは1,722億円の収⼊となりました。,

以上で、2016年度決算の説明とさせていただきます。
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続きまして、2017年度通期の連結業績予想についてご説明いたします。
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2017年度の売上⾼は前年⽐5.9％増の2兆4,600億円を計画しております。

売上成⻑に加え、各事業での収益性の改善等により、
営業利益は、前年⽐7.4％増の1,850億円、
税⾦等調整前当期純利益は、前年⽐2.7％増の2,000億円、
当社株主帰属当期純利益は、前年⽐4.9％減の1,250億円を計画しております。

ROEは、6.0％以上を⽬標とします。

なお、2017年度の円為替レートは対⽶ドルを110円、対ユーロを120円と想定しています。
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こちらはセグメント別の売上⾼、営業利益の業績予想です。

イメージング ソリューションの売上⾼は、前年⽐2.4％増の3,500億円、
営業利益は、前年⽐16.7％増の430億円を計画しております。

インフォメーション ソリューションの売上⾼は前年⽐12.3％増の1兆100億円、
営業利益は前年⽐6 1％増の880億円を計画しております営業利益は前年⽐6.1％増の880億円を計画しております。
そのうち、ヘルスケア事業の売上⾼は前年⽐13.3％増の4,350億円、
営業利益は前年⽐21.0％増の150億円になります。

ドキュメント ソリューションの売上⾼は 前年⽐1.8％増の1兆1000億円、
営業利益は前年⽐4.0％増の860億円を計画しております。
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2017年度業績予想におけるポイントを、セグメント別にご説明いたします。

イメージング ソリューション部⾨において、
フォトイメージングは、instaxシリーズ初のデジタルイメージング技術を搭載した「instax
SQUARE SQ10」などの新製品の投⼊により、ユーザーの裾野を広げると共に、活⽤⽅法
を提案することで、インスタントシステムを中⼼として更なる収益拡⼤を⽬指します。
光学・電⼦映像は、成⻑領域であるミラーレスのハイエンド機や、4Ｋ対応放送⽤レンズな
どの付加価値の⾼い製品に注⼒することにより収益性を⼤幅に向上させますどの付加価値の⾼い製品に注⼒することにより収益性を⼤幅に向上させます。

インフォメーション ソリューション部⾨においては、
メディカルシステムで、医療IT、内視鏡、超⾳波および体外診断の4つの分野で売上を拡
⼤。2017年3⽉に設⽴したバイオCDMO事業は開発・⽣産体制を強化します。
電⼦材料事業では、先端フォトリソ周辺材料などの販売を加速します。
また、ヘルスケア、⾼機能材料の分野では、和光純薬⼯業との協業を進め更なる成⻑を
⽬指します。
その他、グラフィックシステム、産業機材、インクジェット等においても引き続き収益性を向上
させていきます。

ドキュメント ソリューション部⾨では、
製品ラインアップの継続的強化によるワールドワイドでの販売ボリュームの拡⼤、アジア・オセ
アニア地域での事業の強化、グローバルサービス、プロダクションサービスのサービス事業の拡
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⼤、ソリューションの強化による売上成⻑を⽬指すとともに、徹底したコスト削減、経費削減
を⼀層推進していくことで、収益性を改善させていきます。



最後に株主還元についてご説明いたします。

配当⾦について、
2016年度の年間配当⾦は、対前年5円の増配となる、1株当たり70円になります。

また、2017年度の年間配当⾦は、8期連続増配となる対前年5円増配の1株当たり75円
を予定しております。
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